
「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」「入ってよかった」「続けてよかった」「誘ってよかった」
「企業も地域もよくなった！」「企業も地域もよくなった！」

㈲大田呉服店
入りづらい呉服屋を変えた
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新会員のご紹介新会員のご紹介（敬称略）　会員数�1129 名（敬称略）　会員数�1129 名

所属支部 氏名 社名・事業 紹介者 所属支部 氏名 社名・事業 紹介者

伊 東 土屋　公泰 合同会社IDEAL
夜の飲食店 野村　勝也 静 岡 加地　茂伸 ㈲タカマーク

競技場ライン引きシステム販売 江間　省豪

伊 東 山本　将矢 ㈱パルフィールズ
人材育成（社員研修） 但馬　佑規 静 岡 佐野　雅治 佐野シートメタル

建築板金（外装工事等） 久高　洋司

御殿場 宇野　智哲
㈱美幸輝
真空バルブ専門メーカー、外国人人材
紹介業

小 野 　 貢 静 岡 志田アレクシア明穂
シーベル㈲
不動産賃貸・売買業、小売業（香水・アクセサ
リー・貴金属・宝飾品など）、語学スクール運営

山崎かおり

御殿場 勝又　淑恵
㈱美幸輝
真空バルブ専門メーカー、外国人人材
紹介業

宇野　智哲 静 岡 新村　　力 ㈱松永工基
鳶、土工、土木工事業 齋藤　　寧

御殿場 飯塚　正和
㈱彩快工房
㈱美幸輝内での真空バルブの開発・設
計・技術全般および品質保証業務

宇野　智哲 静 岡 武田　史明 ㈱TKD
足場仮設、シュリンクフィルム事業 久高　洋司

御殿場 坂田　正樹 FINE PROTECH
浄化槽修理、マンホール交換など 勝俣　智史 志 太 渡邊　直樹 ホンダモーター藤枝販売㈱

自動車販売・整備・修理・保険販売 松葉　秀介

沼 津 井上　慶大 ㈲石川商店
アパレルのライブコマース事業 石川　英章 榛 南 河原﨑　輝 ㈱朝比工業

足場組立解体工事 古川　　徹

沼 津 土屋　好範 ㈱アーティスティックス
AI、Web、システム開発、ネット広告、kintone他 長岡　善章 榛 南 竹内　　隆 ㈱TAKEUCHI

クレーン作業全般、運搬作業一式 高橋　章仁

沼 津 大塚　昌己
㈱WiiLinks
障がい福祉サービス、社会的養護者の
自立支援、メンタルヘルス対策支援など

石澤　浩一 榛 南 藤浦　康二 藤浦工業㈱
自動車用プラスチック部品 大石　親嗣

沼 津 新 妻  秀 規
合同会社外交戦略技術政策研究所
官民連携・補助金戦略、新規事業・スター
トアップ支援、宇宙・防災・DX支援

石澤　浩一 榛 南 村田　　駿 メットライフ生命保険㈱
生命保険、FP 古 川 　 徹

沼 津 大楠　翔一
㈱バサラズ
飲食3店舗の経営、イベント企画制作
運営、WEBマーケティング支援

小林　秀樹 中 遠 粟倉　靖久 ㈲粟倉ビニール
テント、工場内間仕切りシート工事 大多和宏明

富士宮 池田　正記
ミスタージョーンズ合同会社
個人・法人対象の英語とプログラミン
グ教育、ITサポートの提供

宇佐美健介 中 遠 山浦こずえ
NPO法人キャリア教育研究所ドリームゲート
教育支援（キャリア教育のコーディネート・講師、
コミュニティースクール・子どもの居場所づくり）

江間　省豪

富士宮 佐藤　　浩 朝霧ハム㈱
食肉加工販売 渡 邉 　 卓 浜 松 太田　裕子 社会保険労務士事務所　リッシュ

社会保険労務士 江間　省豪

富士宮 志田　拓馬 ㈱想樹
保険業 伊藤　洋子 浜 松 上嶋　直人 ㈱フリーライン

外構工事の設計・施工 江間　省豪

静 岡 青島　寛明 ㈱中部特機設備
設備工事（空調機器、厨房機器、建築工事、住宅設備等） 関 　 那 積 浜 松 近藤　　泰

㈱テンイチ
戸建・マンション・アパート・店舗・オフィ
ス・工場のリフォーム事業一般

江間　省豪

静 岡 岡村　暢之 岡村産業㈱
鞄・袋物設計・企画・製造 山本　健二 浜 松 瀧口　　繁 瀧口建設㈱

住宅建設 江間　省豪

※6/30時点
　7月以降の新会員の皆様は次月号に掲載します。

店舗前にて大田氏と取材陣

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会3つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。



い
ず
れ
家
業
を
継
ぐ
、
四
代
目
の 

覚
悟

　

大
田
呉
服
店
は
今
年
で
創
業
90
年

を
迎
え
ま
し
た
。
営
業
部
長
の
大
田

智
也
氏
は
、
そ
の
四
代
目
に
あ
た
り

ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
将
来
は
四
代
目

だ
と
言
わ
れ
て
育
ち
、
家
業
を
継
ぐ

こ
と
を
自
然
と
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
会
社
の
歩
み
は
、
時
代
に
合
わ

せ
て
姿
を
変
え
続
け
た
歴
史
そ
の
も

の
で
す
。
初
代
が
戦
後
に
布
の
商
い

を
起
こ
し
、
二
代
目
の
祖
父
が
絹
を

扱
う
高
級
路
線
の
呉
服
屋
へ
舵
を
切

り
ま
し
た
。
三
代
目
の
父
は
レ
ン
タ

ル
を
導
入
し
、
沼
津
と
三
島
に
店
を

集
め
る
ド
ミ
ナ
ン
ト
戦
略
で
、
人
生

の
お
祝
い
事
を
一
手
に
担
う
体
制
を

築
き
ま
す
。
先
代
た
ち
が
カ
メ
レ
オ

ン
の
よ
う
に
環
境
へ
適
応
し
て
き
た

姿
を
間
近
で
見
た
か
ら
こ
そ
、
大
田

氏
は
現
状
維
持
こ
そ
最
大
の
リ
ス
ク

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

商
品
を
売
る
前
に
、
会
社
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す

　

大
田
氏
が
逸
品
に
挙
げ
た
の
は
、

着
物
で
は
な
く
会
社
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
で
す
。
呉
服
屋
は
入
り
づ
ら

い
。
そ
の
誰
も
が
抱
く
心
理
を
、
あ

え
て
逆
手
に
取
り
ま
し
た
。「
呉
服

屋
自
体
が
入
り
づ
ら
い
で
す
よ
ね
」

と
問
い
か
け
、
共
感
を
入
り
口
に
し

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
人
柄
や
店
の
空

気
を
シ
ョ
ー
ト
動
画
で
見
せ
、
時
に

は
呉
服
屋
ら
し
か
ら
ぬ
動
画
で
親
し

み
を
生
む
。
商
品
を
売
り
込
む
よ
り

先
に
、
ま
ず
会
社
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
発
想
で
す
。
着
物
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
奮
闘
す
る
社
員
や
日
々

の
挑
戦
を
見
せ
る
こ
と
で
、
来
店
へ

の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い

き
ま
す
。
手
応
え
は
数
字
以
上
に
客

層
の
変
化
に
表
れ
ま
し
た
。
発
信
を

続
け
る
母
を
中
心
に
全
国
か
ら
フ
ァ

ン
が
集
ま
り
、
展
示
会
の
お
客
様
の

約
三
割
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
経
由
に
な
っ
て
い

ま
す
。
客
層
が
若
返
っ
た
こ
と
で
攻

め
た
デ
ザ
イ
ン
の
着
物
が
映
え
、
そ

れ
が
さ
ら
に
拡
散
し
て
知
名
度
が
高

ま
る
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
動

画
編
集
ま
で
手
が
け
る
同
業
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
業
界
の
中
で
は
明
ら
か

な
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
で
す
。
遠
く

愛
媛
の
呉
服
店
ま
で
が
大
田
呉
服
店

の
名
を
知
っ
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

守
っ
て
生
き
残
り
、
攻
め
て
広
げ
る

　

人
口
減
少
が
直
撃
す
る
業
界
で
、

大
田
氏
の
戦
略
は
明
快
で
す
。
そ
れ

は
、
最
後
の
一
店
に
な
る
ま
で
生
き

残
る
こ
と
。
守
り
を
固
め
な
が
ら
、

富
士
フ
イ
ル
ム
が
カ
メ
ラ
の
技
術
を

化
粧
品
へ
広
げ
た
よ
う
に
、
異
業
種

へ
の
多
角
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
本
業
で
は
、
世
間
の
着
物
は
い

ら
な
い
と
い
う
常
識
を
、
欲
し
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
へ
変
え

た
い
。
自
ら
発
信
役
と
な
っ
て
男
性

着
物
の
魅
力
を
伝
え
、
会
社
の
広
報

を
担
う
構
想
で
す
。
理
念
は
お
客
様

本
位
。
何
も
分
か
ら
な
い
お
客
様
の
、

痒
い
所
に
手
が
届
く
接
客
を
貫
い
て

い
ま
す
。
同
友
会
に
は
異
業
種
の
知

恵
を
求
め
て
入
会
し
ま
し
た
。
自
身

が
広
報
役
と
し
て
知
名
度
を
高
め
、

店
舗
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
高
い
満
足
度

で
お
客
様
を
迎
え
る
。
こ
の
役
割
分

担
こ
そ
次
の
成
長
の
土
台
だ
と
語
り

ま
す
。
守
り
に
徹
し
な
が
ら
、
し
た

た
か
に
次
の
一
手
を
打
つ
。
そ
の
挑

戦
の
姿
は
、
誌
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

取
材
・
記
事
：
太
田 

喜
貴
氏

�

（
㈱
キ
ラ
ガ
・
沼
津
支
部
）

㈲大田呉服店
〒410-0056　沼津市高島町3-3
TEL：055-921-3364
URL：https://20-753.com/
創業　1936年
社員数　50名（パート・アルバイト含む）
入会年月　2026年３月
事�業内容　�きもの・宝飾・コスメ・雑貨販売、

和装／洋装レンタル、写真スタジオ
運営、和カフェ運営

店舗前にて大田氏と取材陣

オリジナル商品

大田呉服店 インスタグラムQR

2

㈲大田呉服店（沼津支部）

営業部長　大田 智也氏

入りづらい呉服屋を変えた
SNS戦略



　
理
学
療
法
士
と
し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

勤
務
し
な
が
ら
、
個
人
で
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
イ
ン
ソ
ー
ル
の
製
作
・
普
及
を
展

開
す
る
西
島
氏
。
今
回
は
、
西
島
氏
の

イ
ン
ソ
ー
ル
に
か
け
る
熱
い
情
熱
と
、

同
友
会
か
ら
の
学
び
を
活
か
し
た
職
場

で
の
実
践
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

姿
勢
と
歩
き
方
を
変
え
る
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
イ
ン
ソ
ー
ル
へ
の
情
熱

　
高
校
ま
で
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
し
、
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目
指
し
て
医
療

の
道
へ
進
ん
だ
西
島
氏
。
ば
す
ぎ
整
形

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
リ
ハ
ビ
リ
や
パ
ー

ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
担
う
傍
ら
、

現
在
ま
で
市
内
の
５
〜
６
つ
の
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
で
ト
レ
ー
ナ
ー
指
導
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
西
島
氏
が

情
熱
を
注
い
で
い
る
の
が
、
ば
す
ぎ
整

形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
作
成
し
て
い

る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
イ
ン
ソ
ー
ル
「
入

谷
式
足
底
板
」
の
個
人
と
し
て
の
取
り

組
み
で
す
。
患
者
さ
ん
の
姿
勢
や
歩
き

NインソールPARK
ばすぎ整形外科	 ：〒414-0001 伊東市宇佐美610-18
	 TEL：0557-47-2737
NインソールPARK	：〒413-0102 熱海市下多賀524
	 TEL：090-2549-4513
URL：https://www.instagram.com/n_insole_park/
設立　2022年４月
社員数　１名
入会年月　2026年４月
事�業内容　�オーダーメイドインソール（入谷式足底板）製作、

リハビリテーション、スポーツトレーニング指導

方
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
手
作
業
で

丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。「
熱
海

の
急
な
坂
道
が
歩
い
て
登
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
高
齢
の
患
者
さ
ん
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
モ
デ
ル
、
子
供

ま
で
、
足
元
に
悩
み
を
抱
え
る
幅
広
い

層
か
ら
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

三
島
市
の
拠
点
「THE UGOKI PARK

」

を
は
じ
め
、
保
育
園
の
運
動
遊
び
体
験

や
寺
子
屋
事
業
な
ど
、
全
世
代
へ
向
け

た
足
元
の
健
康
普
及
活
動
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

尊
敬
す
る
先
輩
を
追
い
か
け
、 

静
岡
一
番
の
治
療
家
を
目
指
す

　
西
島
氏
が
病
院
の
休
診
日
を
使
っ
て

ま
で
イ
ン
ソ
ー
ル
事
業
に
注
力
す
る
背

景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
決
意
と
、
尊

敬
す
る
理
学
療
法
士
の
先
輩
の
存
在
が

あ
り
ま
し
た
。
掛
川
に
在
住
し
、
圧
倒

的
な
数
を
こ
な
し
て
多
く
の
患
者
さ
ん

を
救
っ
て
き
た
先
輩
の
姿
に
憧
れ
、
静

岡
で
一
番
と
い
う
高
い
目
標
を
掲
げ
、

目
の
前
の
患
者
さ
ん
に
全
力
を
尽
く
す

と
い
う
強
い
決
意
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

同
友
会
へ
は
、
人
脈
作
り
と
経
営
の
学

び
を
求
め
て
入
会
し
ま
し
た
。
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
中
で
、
事

業
を
営
む
上
で
最
も
大
切
な
「
理
念
」

の
重
要
性
を
学
ん
だ
と
言
い
ま
す
。
当

初
掲
げ
た
理
念
は
「
足
元
か
ら
人
生
を

楽
し
む
」。
現
在
、
こ
の
理
念
を
さ
ら

に
地
域
や
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
も

の
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、

模
索
を
続
け
て
い
ま
す
。

同
友
会
の
学
び
を
職
場
で
実
践
、

チ
ー
ム
で
挑
む
組
織
づ
く
り

　
西
島
氏
の
挑
戦
は
、
自
身
の
事
業
だ

け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
も
、
同
友
会
で
学
ん
だ
組
織

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
、
現
場
の
希
望
と
経
営
層
と
の
方
向

性
の
違
い
か
ら
意
見
の
食
い
違
い
で
何

度
も
話
し
合
い
を
繰
り
返
す
と
い
う
大

き
な
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
痛
感
し

た
西
島
氏
は
諦
め
ず
に
、
会
議
や
研
修

の
実
施
を
何
度
も
院
内
へ
提
案
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
週
１
回
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
会
議
や
月
２
回
の
院

内
研
修
、
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
で
の
週
２

回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。「
治
療
し
て
元

気
に
な
っ
て
も
ら
う
（
＝
来
院
卒
業
）」

と
い
う
医
療
の
本
質
と
、
病
院
経
営
の

ジ
レ
ン
マ
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
、

チ
ー
ム
で
数
値
目
標
を
設
定
し
、
成
果

を
可
視
化
す
る
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

目
の
前
の
患
者
さ
ん
と
組
織
の
双
方
に

全
力
を
尽
く
す
西
島
氏
の
歩
み
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
を
足
元
か
ら
元
気
に
変

え
て
い
き
ま
す
。

取
材
・
記
事
：
但
馬 

佑
規
氏

�

（
㈱
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
・
伊
東
支
部
）

取
材
：
足
達 

聖
也
氏

�

（
㈱
ス
マ
ー
ト
ス
テ
イ
・
伊
東
支
部
）

会
員
訪
問
記

足
元
か
ら
人
生
を
楽
し
む
！ 

イ
ン
ソ
ー
ル
で
静
岡
一
の
治
療
家
へ

Ｎ
イ
ン
ソ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

代
表　

西
島 

晃
一
氏
（
伊
東
支
部
）

西島 晃一氏

西島氏（中央）と取材陣

患者さんの姿勢や歩き方を細かくチェックする
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Ｔ
Ｄ
Ｃ
は
ア
プ
リ
開
発
や
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
幅
広
く
業

務
を
展
開
し
て
い
る
会
社
で
す
。
代
表

の
塚
本
文
明
氏
は
、
も
と
も
と
東
京
で

遊
技
機
の
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
や
液
晶
開
発
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
８
年
に
静
岡
へ
戻
り
Ｔ
Ｄ

Ｃ
を
創
業
、
飛
び
込
み
営
業
で
出
会
っ

た
ベ
テ
ラ
ン
経
営
者
に
誘
わ
れ
る
形
で

同
友
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
当
初
は
デ

ザ
イ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
３
年
に

は
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
を
使
用
し
た
デ
ー
タ

解
析
へ
と
領
域
を
広
げ
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
の
登
場
と
と
も
に
生
成
Ａ
Ｉ
領
域

へ
と
業
態
を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

経
営
者
の
た
め
の「
Ａ
Ｉ
参
謀
」を
中
小

企
業
の
現
場
に
根
づ
か
せ
る
伴
走
支
援

　

塚
本
氏
が
見
据
え
る
の
は
、〝
質
問

す
る
〟、〝
資
料
・
画
像
を
作
成
す
る
〟

一
歩
先
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
で
す
。

そ
れ
は
、
毎
日
意
思
決
定
の
連
続
で
あ

る
経
営
者
の
経
営
判
断
を
半
分
背
負
っ

て
く
れ
る
も
う
一
人
の
自
分
を
つ
く
る

こ
と
。「
経
営
課
題
や
資
金
繰
り
」「
経

営
戦
略
」「
人
材
」「
販
路
」「
現
場
の

段
取
り
」、
こ
う
し
た
情
報
を
組
み
込

み
意
思
決
定
を
支
え
る
「
Ａ
Ｉ
参
謀
」

で
す
。
た
と
え
ば
生
成
Ａ
Ｉ
に
市
況
や

原
材
料
の
動
向
を
監
視
さ
せ
、
値
上
げ

を
加
味
し
た
見
積
も
り
を
自
動
で
組
み

立
て
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
今
ま

で
勘
と
電
卓
で
作
成
し
て
い
た
も
の
が

Ａ
Ｉ
に
よ
る
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
に

な
り
ま
す
。
経
営
者
が
使
う
ほ
ど
に
そ

の
会
社
の
判
断
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
溜
ま
っ

て
い
く
「
会
社
と
と
も
に
育
て
て
い
く

生
成
Ａ
Ｉ
」
を
塚
本
氏
は
実
装
し
て
い

ま
す
。

安
心
し
て
使
え
る
生
成
Ａ
Ｉ
を

会
社
の
力
に

　
塚
本
氏
が
力
を
入
れ
る
も
う
一
つ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
不
要
で
動
く
「
社
内

専
用
の
生
成
Ａ
Ｉ
」
で
す
。
も
し
「
大

手
企
業
と
の
取
引
で
交
わ
す
社
外
秘
の

資
料
」
を
一
般
的
な
生
成
Ａ
Ｉ
に
読
み

込
ま
せ
た
結
果
、
情
報
が
漏
洩
し
て
し

ま
っ
た
ら
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
命

取
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

塚
本
氏
は
研
究
機
関
や
創
薬
で
先
行
導

入
さ
れ
て
い
る
設
備
を
導
入
し
、
回
線

を
遮
断
し
た
環
境
で
も
動
く
生
成
Ａ
Ｉ

を
構
築
し
て
い
ま
す
。
今
後
求
め
ら
れ

て
い
く
の
は
、
機
密
資
料
を
一
切
外
に

出
さ
ず
手
元
だ
け
で
安
全
に
使
う
エ
ッ

ジ
処
理
の
仕
組
み
と
の
こ
と
で
す
。

人
の
意
思
と
判
断
を
軸
に
し
な
が
ら
、

Ａ
Ｉ
を
経
営
の
力
へ

　
塚
本
氏
は
、
社
名
に
込
め
ら
れ
た
意

味
を「Technology Design Creation

」

か
ら
「Think Design Cognition

＝
思

考
と
認
知
を
設
計
す
る
」
と
再
構
築
し

ま
し
た
。
人
が
方
向
を
定
め
、
生
成
Ａ

Ｉ
と
共
に
考
え
、
最
後
は
人
が
決
断
す

る
。
今
を
産
業
革
命
や
Ｉ
Ｔ
革
命
を
超

え
る
ほ
ど
の
転
換
点
と
捉
え
て
い
る
塚

本
氏
の
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
と
も
に
企
業
に

寄
り
添
い
伴
走
し
て
い
く
取
り
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
経
営
に
お
け
る

新
た
な
可
能
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
中
村 

秀
和
氏

�

（
中
村
醤
油
㈱
・
榛
南
支
部
）

会
員
訪
問
記

企
業
と
と
も
に
育
つ
生
成
Ａ
Ｉ 

経
営
に
寄
り
添
う
新
た
な
可
能
性
へ

Ｔ
Ｄ
Ｃ

代
表　

塚
本 

文
明
氏
（
榛
南
支
部
）

塚本 文明氏

社内専用の生成AI
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「
変
革
と
共
創
で
つ
な
ご
う
未
来
へ
」
を
テ
ー

マ
に
６
月
４
日
（
木
）
～
５
日
（
金
）
に
第
29
回

女
性
経
営
者
全
国
交
流
会
を
兵
庫
に
て
開
催
。
当

日
は
全
国
か
ら
１
，０
６
６
名
が
参
加
、
静
岡
同

友
会
か
ら
は
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
日
目
は

経
営
者
の
自
己
変
革
、
事
業
領
域
の
見
直
し
、
事

業
承
継
な
ど
を
テ
ー
マ
に
９
分
科
会
に
分
か
れ
て

学
び
を
深
め
ま
し
た
。
二
日
目
の
記
念
講
演
で
は
、

海
苔
の
加
工
販
売
を
行
う
㈱
鍵
庄 

取
締
役
会
長 

入
江
惠
子
氏
が
登
壇
。
入
江
氏
は
一
番
摘
み
明
石

の
り
に
感
動
し
、「
自
分
が
本
当
に
美
味
し
い
と

思
っ
た
も
の
を
届
け
た
い
」
と
の
想
い
で
販
売
を

開
始
。
そ
の
後
も
、
海
苔
の
持
つ
可
能
性
を
追
い

求
め
社
員
と
共
に
様
々
な
挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
人
と
の
つ
な
が
り
や
ご
縁
を
大
切
に
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
信
頼
や
理
念
。
そ
し
て
そ

れ
ら
が
あ
る
こ
と
で
次
の
世
代
に
信
じ
て
任
せ
る

こ
と
が
で
き
た
と
語
り
ま
し
た
。

■
第
４
分
科
会

「
戸
惑
い
か
ら
覚
悟
、
そ
し
て
未
来
へ
―
突
然
の

承
継
が
教
え
て
く
れ
た
学
び
繋
ぐ
経
営
」

報
告
者
：
小
川 

友
代
氏

�

（
㈱
仕
出
し
お
が
わ
・
富
士
支
部
）

　

富
士
市
で
総
菜
製
造
業
・
宅
配
弁
当
事
業
を
行

う
㈱
仕
出
し
お
が
わ
。
材
料
と
製
法
に
こ
だ
わ
り
、

お
客
様
・
地
域
に
寄
り
添
っ
た
お
弁
当
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。
結
婚
を
き
っ
か
け
に
「
お
が
わ
」

を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
小
川
氏
は
、
２
０
１
７

年
に
ご
主
人
の
急
逝
に
よ
り
突
然
の
事
業
承
継
と

向
き
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
声

と
ご
主
人
の
弟
か
ら
の
「
社
長
を
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
会
社
を
継

ぐ
決
意
を
し
ま
す
。

第第
2929
回
女
性
経
営
者
全
国
交
流
会

回
女
性
経
営
者
全
国
交
流
会
inin
兵
庫
兵
庫

変
革
と
共
創
で
つ
な
ご
う
未
来
へ

変
革
と
共
創
で
つ
な
ご
う
未
来
へ

��
６
月
４
日（
木
）

６
月
４
日（
木
）～
５
日（
金
）　
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

～
５
日（
金
）　
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

　

経
営
に
悩
む
中
、
同
友
会
で
経
営
指
針
を
作
成
。

自
身
や
会
社
と
本
気
で
向
き
あ
い
、
心
に
浮
か
ん

だ
の
は
「
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
。
食
べ
る

こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
食

べ
も
の
を
つ
く
る
こ
の
仕
事
は
生
き
る
こ
と
と
直

結
し
て
お
り
、
決
し
て
無
く
し
て
は
い
け
な
い
。

継
い
だ
か
ら
で
は
な
く
、
心
か
ら
「
こ
の
仕
事
を

や
り
た
い
」
と
想
い
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
理
念
作
成
後
は
、
様
々
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
お
客
様
や
地
域
の
た
め
の
取
り

組
み
で
は
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
安
否
確
認
を
兼

ね
た
お
弁
当
配
達
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
弁
当
を

運
ぶ
だ
け
で
な
く
「
地
域
の
高
齢
者
を
見
守
っ
て

い
る
」
意
識
が
社
員
に
生
ま
れ
、
仕
事
に
対
す
る

誇
り
や
プ
ラ
イ
ド
が
芽
生
え
た
と
言
い
ま
す
。
働

き
方
に
つ
い
て
は
社
員
面
談
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
や
働
き
た
い
時
間
を
尊
重
し
た
会
社
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
店
が
お
休
み
の
日
の
食
事
が
困
る
」

と
い
う
ご
高
齢
の
お
客
様
の
声
か
ら
、「
地
域
の

食
事
も
社
員
の
休
日
も
守
り
た
い
」
思
い
で
冷
凍

惣
菜
の
開
発
に
着
手
。
２
年
間
の
試
行
錯
誤
の
末
、

２
０
２
３
年
春
に
冷
凍
惣
菜
「
し
ろ
く
ま
弁
当
」

の
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地

域
の
方
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
地
に
も
お
が
わ
の
お

弁
当
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
理
念
を
つ
く
り
実
践
し
て
き
た
今
、
や
っ

と
本
当
の
意
味
で
会
社
を
「
承
継
」
で
き
た
と
語

る
小
川
氏
。
届
け
て
い
る
も
の
は
お
弁
当
で
は
な

く
「
愛
」
だ
と
語
り
ま
す
。「
父
や
夫
の
代
か
ら

ず
っ
と
繋
い
で
き
た
わ
が
社
の
社
風
は
愛
だ
と
思

い
ま
す
。
お
客
様
へ
の
愛
、
社
員
同
士
の
支
え
合

い
の
愛
を
こ
れ
か
ら
先
も
繋
い
で
い
き
た
い
。
そ

し
て
１
０
０
年
企
業
と
な
っ
た
自
社
を
見
届
け
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

〈
座
長
ま
と
め
〉

�

植
松 

昌
氏
（
㈱
植
松
設
備
・
富
士
支
部
）

　

突
然
の
夫
と
の
別
れ
に
よ
り
、
何
の
準
備
も
な

い
ま
ま
事
業
承
継
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た
小
川

氏
が
歩
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
お
話
で
し
た
。
深

い
悲
し
み
と
不
安
の
中
、
彼
女
を
支
え
た
の
は
同

友
会
で
の
学
び
と
、
社
員
、
家
族
、
そ
し
て
地
域

の
お
客
様
の
存
在
で

し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、
承
継
は
後

継
者
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
渡
す
側
と

報告者　小川氏

記念講演　入江氏

座長　植松氏
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本
年
度
で
10
回
目
と
な
る
東
海
財
務
局
静
岡
財

務
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

静
岡
財
務
事
務
所
か
ら
は
小
田
川
所
長
は
じ
め
６

名
、
同
友
会
か
ら
は
井
上
代
表
理
事
、
簑
代
表
理

事
を
は
じ
め
５
名
の
総
勢
11
名
が
参
加
。
は
じ
め

に
井
上
代
表
理
事
か
ら
、
意
見
交
換
会
や
信
用
金

庫
と
の
連
携
協
定
の
締
結
な
ど
へ
の
感
謝
に
加
え
、

「
各
信
用
金
庫
と
の
協
定
を
活
か
し
、
地
域
の
た

め
に
さ
ら
な
る
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。
中
東

情
勢
の
中
小
企
業
へ
の
影
響
は
大
き
い
が
、
会
社

と
雇
用
を
守
り
な
が
ら
経
営
に
あ
た
っ
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
小
田
川
所
長
か
ら
「
中
東

情
勢
に
つ
い
て
は
注
視
し
て
お
り
、
調
査
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
実
態
把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、
金

融
機
関
に
は
人
材
確
保
や
価
格
転
嫁
な
ど
中
小
企

業
の
課
題
に
沿
っ
た
き
め
細
か
い
支
援
を
お
願
い

し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
東
情
勢
に
よ
る
自
社
・
業
界
へ
の

影
響
に
つ
い
て
意

見
交
換
。
同
友
会

か
ら
は
「
ナ
フ
サ

由
来
の
材
料
が
手

に
入
り
に
く
く
、

長
期
的
に
見
て
今

後
、
建
設
業
が
遅

延
・
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
が
一
番
の

懸
念
」「
燃
料
・

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

等
の
調
達
が
不
安

定
で
あ
る
」「
イ
ン
ク
の
値
上
が
り
に
よ
り
、
商

材
を
入
れ
る
袋
の
仕
入
れ
に
影
響
が
出
て
い
る
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
友
会
で
調
査
し
た

中
東
情
勢
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
マ

ス
コ
ミ
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
静
岡
県
へ
「
中

東
情
勢
緊
迫
化
に
関
す
る
第
１
次
緊
急
要
望
」
を

提
出
し
た
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
埼
玉
県
が
提
供

し
て
い
る
価
格
交
渉
支
援
ツ
ー
ル
を
紹
介
。
誰
で

も
無
料
で
利
用
で
き
、
客
観
的
な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
提
示
で
き
る
有
用
な
も
の
で
あ

る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
簑
代
表
理
事
か
ら
「
こ
の
社
会
情
勢
の

中
、
意
見
交
換
会
が
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の

な
か
で
も
自
助
努
力
を
第
一
に
企
業
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
伝
え
、
小
田
川
所
長
か
ら
は

「
実
際
に
中
小
企
業
の
現
場
の
声
が
聞
け
る
の
は
貴

重
な
機
会
で
あ
る
と
感
じ
る
。
今
後
に
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
頂
き
閉
会
し
ま
し
た
。

受
け
取
る
側
の
双
方
が
対
話
を
重
ね
、
価
値
観
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
学
ん
だ
の
は
、
事
業
承
継
と
は
単
な
る

ト
ッ
プ
の
交
代
や
資
産
の
移
動
で
は
な
く
、
企
業

の
理
念
や
存
在
意
義
、
そ
し
て
社
員
へ
の
思
い
を

次
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
い
く
「
営

み
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
社

に
お
い
て
、
私
た
ち
は
未
来
に
何
を
つ
な
い
で
い

く
の
か
。
そ
の
問
い
を
全
員
が
胸
に
刻
ん
だ
分
科

会
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
感
想

■
第
３
分
科
会

「
徹
本
業
か
、
拡
本
業
か
、
変
化
の
時
代
に
活
路

を
拓
く
～
本
業
を
磨
く
プ
ロ
集
団
と
参
加
型
で
拡

げ
る
価
値
創
造
の
実
践
」

報
告
者
：
白
川 

亜
弥
氏

�

（
㈱
白
川
プ
ロ
・
東
京
同
友
会
）

　
　
　
　
橋
本 

久
美
子
氏

�

（
㈱
吉
村
・
東
京
同
友
会
）

　

第
３
分
科
会
で
は
、
外
部
環
境
の
変
化
に
対
し

て
、
企
業
が
ど
の
よ
う
に
本
業
を
見
つ
め
直
し
、

変
革
し
て
い
く
の
か
を
、
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
白
川
氏
の

報
告
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
業
界
の
変
化
や
赤
字
と
い

う
厳
し
い
現
実
に
向
き
合
い
、
社
員
と
危
機
感
を

共
有
し
な
が
ら
、
技
術
力
と
人
材
育
成
を
軸
に
本

業
の
価
値
を
高
め
て
い
く
姿
勢
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
橋
本
氏
の
報
告
で
は
、
理
念
を
判
断
基
準

に
、
社
員
の
声
や
提
案
を
起
点
と
し
て
、
茶

器
・
食
品
・
店
舗
な
ど
へ
事
業
を
広
げ
て
い
く
実

践
に
大
き
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
徹
本
業
と
拡

本
業
と
い
う
異
な
る
切
り
口
で
あ
り
な
が
ら
、
ど

ち
ら
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、
社
員
が
自
分
ご

と
と
し
て
考
え
、
提
案
し
、
挑
戦
で
き
る
組
織
づ

く
り
の
重
要
性
で
し
た
。「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
Ｐ
か
ら

社
員
を
巻
き
込
む
」「
価
格
転
嫁
で
は
な
く
価
格

決
定
権
を
持
つ
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
社
に
も
必

要
な
視
点
で
す
。
今
後
は
理
念
や
方
針
を
丁
寧
に

伝
え
、
失
敗
を
責
め
ず
次
へ
活
か
し
合
う
風
土
を

育
て
た
い
で
す
。
そ
し
て
自
社
・
地
域
・
同
友
会

に
お
い
て
、
互
い
の
実
践
を
学
び
合
い
、
変
化
を

恐
れ
ず
挑
戦
す
る
姿
勢
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�
渡
邉 

且
真
氏
（
㈱
協
和
・
静
岡
支
部
）

� ※敬称略・5/25時点

静岡財務事務所 氏　　名

所 長 小田川　浩　二

総務課長 土 屋 勝 利

財務課長 勝 治 裕 視

理財課長 上　　　聖　司

管財課長 坂 下 豊 幸

企画係長 大 橋 沙 織

東
海
財
務
局
静
岡
財
務
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

中
東
情
勢
の
影
響
や
中
小
企
業
の
課
題
・
現
状
を
伝
え
る

５
月
25
日（
月
）　
同
友
会
会
議
室

静岡メンバー集合写真
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77月・月・88月月
組　織　名 日　　程　　等 組　織　名 日　　程　　等

諸機関との連携事業 8/24（月）15：00　静岡県経済産業部との意見交換会　場所：同友会事務局

理事会 原則第４（木）開催 正副代表理事会 原則第１（木）開催

県
委
員
会

総務財務 8/3（月）16：00
場所：同友会事務局＆ZOOM

県
委
員
会
・
部
会

共同求人 ７月開催なし

組織増強 7/28（火）18：00
場所：同友会事務局＆ZOOM

にじいろ共生

7/13（月）18：30
場所：事務局・ZOOM
中部地区関係機関との交流・意見交換会
7/31（金）15：00
場所：同友会事務局

広報情報化 7/28（火）19：00
場所：ZOOM

政策 7/29（水）18：00
場所：同友会事務局＆ZOOM

青年部

7/7（火）18：00
場所：事務局＆ZOOM
（19：00～オープン連絡会）
青全交プレ報告会
8/7（金）18：30
場所：ペガサート

例会企画 調整中

経営労働
（経営指針を創る会）

第３講　7/3（金）19：00
場所：ペガサート
第４講　7/18（土）13：00
場所：ペガサート

女性部 7/27（月）20：00
場所：ZOOM

共学ゼミ ７月ゼミ　開催予定

共育 7/23（木）18：30
場所：ZOOM 企業変革 8/31（月）19：00

場所：ぬましんCOMPASS１階＆ZOOM

支部例会 日　　　程　　　・　　　内　　　容 役員会

伊東 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/21（金）18：00～21：00　場所：調整中

ｅ-

ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
に
て
案
内
し
て
い
ま
す

御殿場 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/22（土）9：00～14：00　場所：富士スピードウェイ

三島 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/24（月）11：00～16：30　場所：富士スピードウェイ

沼津 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/21（金）18：00～21：00　場所：調整中

富士 ■７月例会　7/16（木）19：00～21：00　場所：富士ロゼシアター
■８月例会　8/20（木）19：00～21：00　場所：富士市交流プラザ

富士宮 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/4（火）19：00～21：30　場所：志ほ川バイパス店

静岡 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/4（火）19：00～21：00　場所：グランヒルズ

志太 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/19（水）18：30～20：50　場所：焼津PORTERS

榛南 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/20（木）18：30～21：00　場所：カタショー・ワンラボ

中遠 ■７月例会　第58回中同協定時総会in静岡に振替
■８月納涼例会　8/20（木）19：00～21：00　場所：調整中

浜松
■７月例会　7/16（木）	19：00～21：00　場所：浜松市勤労福祉センター（アイミティ浜松）
■８月例会　8/6（木）	 19：00～21：00　場所：調整中
■８月納涼例会　8/21（金）19：00～21：00　場所：調整中

全国行事
（全会員対象）

■第58回中同協定時総会in静岡　7/9（木）～7/10（金）
　場所：グランヒルズ静岡、アソシア静岡、グランディエールブケトーカイ
■中同協組織強化・会員増強全国交流会　8/5（水）13：30　開催方法：オンライン

《 あなたのスケジュールノートに必要事項をご記入ください 》

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン
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